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超越ガラス液剤を汚染土壌の表面に散布した場合、液剤は土壌が作る細隙において表面張力によって深く

浸透し、シロキサン結合をつくって固まる。この特性は、除染に有効であることを渡利小学校での実験を

通じて確認できた。その特性は、第一原発サイトの廃炉工事の環境汚染対策に利用できよう。 
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1. 緒言  

	 東日本大震災後、福島第一原子力発電所内外は高濃度に汚染され、除染が喫緊の課題だった。ゾルーゲル

法1)による超越ガラスは、シロキサン結合で無機物と有機物の双方と結合する。この液剤を汚染土壌の表面に

散布した場合、液剤は土壌が作る細隙において表面張力によって深く浸透し、固まるが、その際シロキサン

結合で出来た網目のなかにセシウムなどを取り込む。この汚染土壌固化層はシャベル等で容易に剝げて、細

かく砕け散ることがないので、効果的に除染できる。実験を通じてその除染能力を明らかにできた。	

2. 渡利小学校校庭における除染実験  

2-1. 実験方法  

	 2011年5月16,	17日に福島市の弁天山近くの渡利小学校の放射性セシウムで汚染された校庭の５地点を選

び、それぞれの地点での表土への噴霧量を変える事で固化層の厚さを変えた。そして、その固化層を剝ぐ前

と剥いだ後の地表面の空間線量率を“計るくん”を用いて測定し、空間線量率の減衰割合を調べた。	

2-2. 実験結果  

表１に各測定点の結果を示す。固定層の厚さは 1.3cm から 1.7cm であり、噴霧量によって厚い事が分か

ったが、個々の測定値を得ていないため、概略推定値を示した。噴霧量 150cc/m2以上で放射線の減衰率が、

67%-69%とほぼ一定値になっているのは、汚染層がほぼ除去できて、除染域以外からの放射線を計数して

いることを意味する。また、校庭における当時の放射性セシウム沈着深さは、1.5cm 以下と考えられる。 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 表１	 徐染効果試験結果	

3. 結論  

	 以上でこの液剤が汚染土壌除染に優れている事、今後の	

廃炉においても汚染粉塵の舞い上がり等による環境汚染対	

策に期待できるものと結論できる。技術上の助言を頂きま	

した京大名誉教授作花済夫先生に感謝申し上げます。	
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